
基準地震動に基づく入力地震動の策定に係る今後の説明事項 

１．全体の説明方針 

第 2 回申請においては、平均地盤モデルを用いる上で、主に以下２つの観点から、その妥

当性について説明する。 

① 新規制基準により基準地震動 Ss が大きくなっている現時点においても、既認可と同

様の平均地盤モデルが使用できること。

② 建屋直下又は周辺の地盤物性値から設定したモデル（以下、「直下地盤モデル」という）

を用いることが一般的であるところ、平均地盤モデルを用いていること。

上記説明にあたっては、平均地盤モデルと MOX 設工認の第 1 回申請における直下地盤

モデルの差異としては、岩盤部分の地盤物性等・非線形性・減衰定数、表層地盤部分の地

盤物性等の 4 因子があることから、それぞれの因子の影響度合いが分かるような検証を実

施する。 

２－１．感度分析結果を踏まえた説明事項 

4 月 24 日審査会合にて提示した、４つの因子（イ～ニ）の感度分析結果を踏まえた考察

を、因子ごとに実施する。 

イ. 岩盤部分の地盤物性値等の設定の違い

ロ. 岩盤部分の非線形性の有無

ハ. 岩盤部分の減衰定数の設定の違い

二. 表層地盤部分の地盤物性等の設定の違い

２－２．審査会合における指摘事項に対する説明事項 

４月２４日審査会合における指摘事項を踏まえ、以下の説明を行う。 

ａ．平均地盤モデル設定において用いる PS 検層結果について、既認可以降に追加された

PS 検層結果を含まなくてよい理由。 

ｂ．平均地盤モデル或いは平均物性においては、表層地盤の物性に深度依存性を考慮して

いるが、直下地盤モデル或いは直下物性ではこれを考慮していない差分の理由。 

ｃ．一部の建物・構築物について、表層地盤に埋め込まれているものの、地震応答解析に

おける解析モデルでは表層地盤は無視したモデルを使って設計を行っていることにつ

いて、表層地盤を考慮した設計を行っているものとの考え方の違い。 

３．説明の全体像及び概要 

STEP1：直下地盤モデルとしての各因子の設定に対する考察 

イ．～ニ．の各因子に対し、感度分析結果を踏まえた考察を行い、各グループの直下地

盤としての因子の設定について、技術的見地に基づく検討を行う。考察の内容及び説明の

順番については、次頁表に示すとおりとする。 
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表 ＳＴＥＰ１の説明概要及び説明順番 

 項目 
影響度

＊１ 
説明概要 

指摘事項に

対応する 

説明事項 

説明

順番 

イ 岩盤の 

地盤物性等 

一部大  岩盤部分の地盤物性値等について、各 PS

検層で得られたデータの整理を行い、感度

分析結果において影響度の大きい位置にお

ける地質層序・速度構造の平均地盤モデル

との差について考察。 

 直下物性を設定する際に用いる PS 検層結

果の選定の考え方について説明するととも

に、平均物性を設定する上で用いる PS 検

層結果の選定が、追加データが得られてい

る現時点においても妥当な選定となってい

ることについて考察。 

ａ． ③ 

 

ロ 岩盤の 

非線形性 

小 

ハ 岩盤の 

減衰定数 

大  地震観測記録等を用いた減衰定数の分析を

実施し、実現象を最も良く説明する減衰定

数の値を考察。 

－ ① 

5/10

提出 

ニ 表層地盤の 

地盤物性等 

一部大  再処理施設における埋め戻し土の設定の方

法を整理（深度依存性根拠を含む）すると

もに統計的視点に基づく既往の物性データ

の深堀検討を実施し、表層地盤に考慮すべ

き地盤物性等について考察。 

ｂ． ② 

＊１：直下物性と平均物性における設定の差が入力地震動の大きさに与える感度の大きさ 

 

 

STEP2：設計に用いる地盤条件とその妥当性 

各グループ各因子において、STEP１における「考察結果を踏まえた地盤モデル」

を、グループごとに設定する（原則に基づく設定）。このとき、許可や第１回申請との整

合性についても整理を行う＊２。 

「考察結果を踏まえた地盤モデル」の検討結果を踏まえ、設計用の地盤モデルとして

設定した第 2 回申請での地盤モデルを、工学的に用いることの妥当性を説明する。 

あわせて、建物・構築物の入力地震動の算定における表層地盤の取り扱いのベースと

なる考え方と、それを踏まえた設計条件として、表層地盤を考慮又は非考慮とすること

の判断の考え方を示す。（ｃ．に対する回答に該当） 

   ＊２：内容によってはＳＴＥＰ１の考察の中で説明する。 
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